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姉
妹
島
カ
ウ
ア
イ
島
へ
親
善
訪
問
　
両
島
の
絆
深
め
る

【Ｐ 6 ちょび塩クイズ答え：２．０g 未満】
酢の酸味や香辛料を活用し、うす味でもおいしく食べられる工夫をしています。

　

昭
和
38
年
か
ら
姉
妹
島
交
流
を
続
け
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
カ
ウ
ア
イ
島
に
、
10
月
5
日
か

ら
19
名
が
親
善
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ド
・
ガ
バ
リ
オ
、
カ

ウ
ア
イ
郡
長
等
を
表
敬
訪
問
し
、
お
互
い
の

近
況
報
告
等
で
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ア
イ
日
本
文
化
祭
で
は
、
平
和
を
祈

念
す
る
「
折
り
鶴
の
祭
典
」
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
茶
道
、
詩
吟
、
大
島
音
頭
を
披
露
し
、

周
防
大
島
ブ
ー
ス
で
は
日
本
の
玩
具
を
使
っ

た
交
流
等
を
行
い
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
夜
祭
に
て
サ
タ
デ
ー
フ
ラ
10
周

年
を
記
念
し
祝
賀
盾
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

10
月
26
日
、
大
島
庁
舎
応
接
室
に
て
、
実
施

母
体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
周
防
大
島
観
光

協
会
へ
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

㊨折り鶴を手にするガバリオ市長（左）と椎木町長。
㊤友好親善訪問団の皆さん。㊦サタフラの祝賀盾が椎
木町長から周防大島観光協会の山崎浩一会長（前列中）
に手渡されました。

　

10
月
21
日
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
里

山
資
本
主
義
実
践
者
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
、

里
山
資
本
主
義
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
主
催
（
町

な
ど
後
援
、
周
防
大
島
高
校
の
協
力
）
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
２
０
０
人
以
上
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
周
防
大
島

高
校
生
が
地
域
と
の
連
携

や
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
取
組
と
し
て
、「
き
れ

い
な
海
岸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
や
不
要
に
な
っ
た

子
供
服
の
回
収
「
服
の
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
海

外
支
援
、
ハ
ワ
イ
文
化
の

学
習
や
商
品
開
発
な
ど
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
里
山
資
本
主
義
」
提
唱
者
の
一
人

で
あ
る
㈱
日
本
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員 

藻
谷

浩
介
さ
ん
が
基
調
講
演
さ
れ
、
里
山
資
本
主
義

に
つ
い
て
「
お
金
が
な
い
と
何
も
手
に
入
ら
な

い
マ
ネ
ー
資
本
主
義
で
は
な
く
、
経
済
が
回
ら

な
く
な
っ
て
も
何
か
を
作
っ
て
い
れ
ば
水
や
食

料
な
ど
が
手
に
入
る
、
支
え
あ
え
る
状
況
」「
次

の
代
の
人
も
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

考
え
る
こ
と
」
な
ど
と
説
明
。
各
地
の
事
例
の

紹
介
や
、
都
市
部
と
周
防
大
島
町
の
人
口
動
態

を
比
較
し
「
こ
こ
が
す
ば
ら
し
い
場
所
だ
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
地
域
の
魅
力
を
次
の
世
代
に
伝
え
る

こ
と
や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な

取
組
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

里山資本主義で未来を拓く

㊨「地の利を活かしてすばらしい人
間関係を作って」と藻谷さん。㊥数々
の取組を紹介した周防大島高の生徒
の皆さん。㊧周防大島高校の生徒会
長 西川唯さんも参加したパネルディ
スカッション。周防大島の魅力や将
来像などについて語り合いました。


